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輸入承認申請理由書の記入上の注意事項

＜各欄への記入上の具体的注意事項＞

（第１、４、６欄）

輸出者、輸入者／処分者及び予定されている運搬者について、以下の事項を記入すること。

・氏名又は名称及び法人にあってはその代表者の氏名

・住所又は所在地、電話番号、ファクシミリの番号、電子メールのアドレス

（第２欄）

・処分作業の種類には、処分（非回収）作業、回収作業のいずれかに該当するか、

・特定有害廃棄物等は、事前認定を受けた回収施設へ運搬されるのか、

・書類は、一回の通告、包括的な通告のいずれかに係る特定有害廃棄物等に関するものか、

について該当欄に「×」印を記入すること。

また、包括的な通告に係る特定有害廃棄物等に関する書類の場合には、当該通告の有効期

限を記入すること。

（第３欄）

一回の通告（国境を越える移動の総回数が一回）の場合には「１」と記入すること。

包括的な通告の場合には総移動回数を記入すること。

（第５欄）

特定有害廃棄物等の排出者に関する必要な情報を提供すること。

輸出者が特定有害廃棄物等の排出者である場合は、「第１欄に同じ」と記入すること。

また、特定有害廃棄物等の排出者が複数である場合には、「別添資料参照」と記入し、各

排出者について必要な情報を記入した資料を添付すること。

（第６欄）

特定有害廃棄物等を複数の運搬者が運搬する場合又は複数の運搬者から選択する余地が

ある場合には、「別添資料参照」と記入して、各運搬者について必要な情報を記入した資料

を添付すること。

（第７欄）

処分施設に関する必要な情報を記入すること。

処分施設が輸入者／処分者である場合には、「第４欄に同じ」と記入すること。

（第８欄）

「輸出移動書類で用いるコード表」（「台湾を仕向地とする特定有害廃棄物等の輸出承認

について」（平成１８年３月２７日付け輸出注意事項１８第９号）に規定する「輸出移動書

類（別紙様式３）で用いるコード表」をいう。以下同じ。）に従って、該当するコードを記

入すること。

また、特定有害廃棄物等の処分作業に用いられる技術（工程、方法）を記入すること。

（第９欄）

通告を行う前に必要とされる、輸出者と輸入者／処分者（又は処分施設）との間の契約合

意の日付を記入すること。
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（第１０欄）

書類に添付される資料の数を記入すること。

別添資料には添付が予定されている資料のほか、書類本体に記載できない補足的な情報を

記入した資料を含む。

別添資料を添付するときは、当該記入欄に「別添資料参照」と記入すること。

（第１１欄）

輸出者と輸入者／処分者（又は処分施設）との間の契約合意における、保険又は金銭的保

証の条項の有無について、該当する欄に「×」印を記入すること。「有」の場合には、当該

条項の有効期限を記入し、移動を予定どおりに行うことができない場合の第三者への損害に

対する保険や代替処分を可能とする金銭的保証などの重要事項について資料を添付すること。

（第１２欄）

「輸出移動書類で用いるコード表」に従って、該当するこん包の形態のコード番号を記入

すること。

（第１３欄）

特定有害廃棄物等のこん包の数を記入すること。

（第１４欄）

「輸出移動書類で用いるコード表」に従って、該当する運搬手段の形態のコード番号を

記入すること。

（第１５欄）

特定有害廃棄物等の名称並びに有害な特性を示す最も重要な含有成分について、その性質

及び濃度を記入すること。

「20℃における物理的状態」については、該当する欄に「×」印を記入すること。「その

他」の場合には、その物理的状態を具体的に記入すること。

（第１６欄）

バーゼル条約附属書Ⅷに基づいたコード記入すること。

また、ＩＷＩＣ（国際廃棄物同定コード）分類システムに基づいたコード又は廃棄物に

関するその他の分類システムに基づいたコードを可能な限り記入すること。

（第１７欄）

事故の場合の緊急の措置を含む特別な取扱いの必要性の有無について、該当欄に「×」印

を記入すること。「有」場合には、その具体的内容（例：こん包の方法、他の物質と併せて

積載しないこと）について資料を添付すること。

（第１８欄）

バーゼル条約に基づき規制される特定有害廃棄物等について、バーゼル条約附属書Ⅰ及び

Ⅲの規定に基づき規制される有害な廃棄物について、附属書Ⅰに掲げるＹ番号のうち該当す

るものを記入すること。

なお、該当するＹ番号が分からない場合は、経済産業省、環境省の事前相談で確認するこ

と。

（第１９欄）
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バーゼル条約に基づき規制される特定有害廃棄物等について、バーゼル条約附属書Ⅰ及

びⅢの規定に基づき規制される有害な廃棄物について、附属書Ⅲに掲げる有害な特性のうち

該当するものに対応するＨ番号を記入すること。

なお、該当するＨ番号が分からない場合は、経済産業省、環境省の事前相談で確認する

こと。

（第２０欄）

バーゼル条約に基づき規制される特定有害廃棄物等について、バーゼル条約附属書Ⅰ及び

Ⅲの規定に基づき規制される有害な廃棄物について、附属書Ⅲに掲げる有害な特性のうち該

当するものに対応する国際連合分類区分を記入すること。

なお、該当する国際連合分類区分が分からない場合は、経済産業省、環境省の事前相談で

確認すること。

（第２１欄）

国際連合の「危険物質の輸送に関する勧告（Recommendations on the Transport of 
Dangerous Goods）に記載されている国連番号を可能な限り記入すること。

（第２２欄）

特定有害廃棄物等の重量及び体積並びに外国為替金額の総計を記入すること。

（第２３欄）

特定有害廃棄物等の国内での移動開始が予定されている日付を記入すること。

（第２４欄）

特定有害廃棄物等の国境を越える移動の終了が予定されている日付を記入すること。

（第２５欄）

台湾及び日本の権限のある当局の名称及び指定されている場合には輸出及び輸入の地点を

記入すること。


